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	第33回　これからの学術情報システム構築検討委員会　議事要旨
	1. 日時：2022年6月17日（金）13:00-15:00
	2. 場所：オンライン会議
	3. 出席者：
	4. 議事：
	議事1　これからの学術情報システム構築検討委員会の活動について
	(1) 2022年度活動計画（審議）
	(2) これからの学術情報システム構築検討委員会が実現を目指すこと（案）（審議）
	大向委員長より、資料1-2に基づいて説明があった。
	審議の結果、本資料は、本委員会が発信する資料の一つに位置づけ、案の完成は、2022年11月頃を目指す。本委員会に関連する事項は主体的に修正し、個別具体の課題については、作業部会へ検討を依頼する形で進めることとした。

	議事2　システムモデル検討作業部会の活動について
	(1) 2022年度活動計画（審議）

	議事3　システムワークフロー検討作業部会の活動について
	(1) 2022年度活動計画（審議）
	飯野委員より、資料3-1に基づいて説明があり、審議の結果、承認された。
	(2) これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成方針（審議）
	(3) 新NACSIS-CAT/ILLへの日本目録規則2018年版適用について（審議）
	飯野委員より、資料3-4に基づき説明があった。
	審議の結果、本委員会後に、以下のように進めることとした。
	 新NACSIS-CAT/ILLへのNCR2018適用可否について、メール審議を行う。
	 「4. NCR2018適用の進め方」について、サブグループ等を含む具体的な案を両作業部会及びNIIで検討し、結果についてメール審議を行う。

	議事4　国立情報学研究所の検討状況について
	(1) 共同利用システム開発状況について（報告）
	事務局より、資料4-1に基づいて報告があった。
	(2) 大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）との連携について（報告） 　事務局より、資料4-2に基づいて報告があった。
	(3) 国立国会図書館と科学技術振興機構との連携について（報告） 　事務局より、資料4-3に基づいて報告があった。
	(4) 学術基盤オープンフォーラムについて（報告）
	事務局より、資料4-4に基づいて報告があった。

	議事5　その他
	特になし



